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D-１）土で絵を描こう 
ね ら い 

自然環境の構成要素の一つである「土」について理解を深め、そ

の多様性と重要性に気づく。 

 

内   容 

様々な地域の風景の写真をみると、土の影響によって地域の景観

的特長に大きく影響していることがわかる。桑袋ビオトープ公園

の土は、どんな色をしているのかイメージした後、実物をみて確

認する。あらかじめ準備しておいた数種類の土で絵の具を作り、

絵を描いて、作品を仕上げる。 

 

参加者持参 絵の具セット、水さし、タオル、画板（大） 

時   間 ６０分 

場   所 館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 

 

 

 

 

A-２）いろいろ種遊び 
ね ら い 

植物の種子の形の多様性、面白さに気づく。 

 

内   容 

種の形をイメージし、どんな形があるか意見を出し合う。「種は

旅をする」をキーワードに園内やその周辺を歩き、様々な種を探

す。みつけた種を館内へ持ち帰る。風で運ばれる種、水で運ばれ

る種、くっつく種、はじける種など、種の特徴をいかした遊びを

考え、実践する。 

種遊びの例 

綿毛あそび、カエデの落下傘、オナモミキャッチボール、アクセサリーや小物づくりなど 

 

参加者持参 軍手、うちわ 

時   間 ６０分 

場   所 園内とその周辺、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 秋～冬
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A-３）落ち葉でアート 

ね ら い 

落ち葉を使った作品作りを通して、身近な自然のもつ面白さに

気づく。 

 

内   容 

園内に落ちている落ち葉を使って作品を作ることを伝える。色

や形など、様々な落ち葉を紹介し、自然素材のおもしろさに興

味が引き付けられるように促す。園内を散策し、お気に入りの

落ち葉を館内へ持ち帰る。持ち帰った落ち葉を素材として、切

れ込みや色付けなど、さまざまな工夫をして葉の形や色を活かした作品を作る。 

 

参加者持参 鉛筆、はさみ、のり 

引率者持参 ポスカ 

時   間 ６０分 

場   所 園内、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 秋～冬 

 

 

 

A-４）どんぐりクラフト 
ね ら い 

自然にある素材で遊ぶことを通して、自然素材の面白さを感じる

感性を養うことをきっかけとする。 

 

内   容 

どんぐりが実るマテバシイとコナラの木を紹介し、生えている場

所へ出かける。園内周辺に生えるマテバシイと、園内に生えるコ

ナラの違いを見分けるため、樹皮の模様を紙にこすりだしたり、

葉に触れたりしながら、その違いを感じとる。落ちているどんぐ

りを集め、館内に持ち帰る。持ち帰ったどんぐりにキリで穴をあけ、コマやネックレスを作成する。 

 

参加者持参 なし 

引率者持参 きり 

時   間 ９０分 

場   所 園内とその周辺、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 秋
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A-５）バードウォッチング～都会の野鳥たち～ 

ね ら い 

身近に棲息する生き物の多様性に興味を持つきっかけとなる。 

 

内   容 

身近にいる野鳥の数をイメージする。園内やその周辺でみられ

る野鳥をスライドで紹介する。意識して探すとたくさんの野鳥

がみられることを伝え、バードウォッチングに出かける。双眼

鏡は使わず、目視で探すことを楽しむ。みられた野鳥を振り返

り、家の周辺では何種類みつかるか探してみるように伝える。 

 

参加者持参 なし 

時   間 ６０分 

場   所 園内とその周辺、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 

 

 

D-６）冬芽さがし 
ね ら い 

季節の変化を感じる豊かな感性を養う。 

 

内   容 

木々の枝の先をよくみると、小さな冬芽が膨らんでいるのがわ

かる。さらに観察を続けると、いろんな模様があり、面白い顔

のように見えてくる。木の種類によって全く違う冬芽の表情を

観察する中で、季節のうつろいによって変化する植物の姿にき

づくことができる。 

  

参加者持参 ルーペ（虫眼鏡） 

時   間 ６０分 

場   所 園内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 冬
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D-７）草花ステンシル 

ね ら い 

自然に対する感性を豊かにし、自然の豊かさに気づく心の発達を

促す。 

内   容 

園内でみつかる自然の色をイメージして、色鉛筆で表現する。イ

メージした色を表現できたら、その色を探しに園内へ出かける。

各自散らばって、イメージした色の草花を探す。見つけた草花を、

画用紙の上に擦り出し現れた色を楽しむ。できた作品を各自紹介

してもらい、感想を聞く。植物の多様な色や、季節の変化によっ

て移り変わる色に目を向けてほしいと伝える。 

 

参加者持参 色鉛筆、画板 

時   間 ６０分 

場   所 園内、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 春～秋 

 

A-８）自然発見ビンゴ 
ね ら い 

身近にある自然なものを違った視点から探すことで、自然の見方

を深めるきっかけとなる。 

内   容 

自然なものといったら何がイメージできるか問いかけることで、

参加者の自然に対するイメージを引き出す。自然を再発見できる

クイズ、自然発見ビンゴを行うことを告げ、ルールの説明をする。 

クイズの説明 

①ワークシートに書かれた９つの四角いマスの中に、１から９の数字を自由に入れること。 

②クイズは９問あり、園内を散策しながら不意に出題する。このため、かたまって行動すること。 

③答えが正解の場合、スタンプをもらえる。スタンプを多く集めビンゴを完成させること。 

クイズは、様々な感覚を使って解く問題を出題する。クイズ実施後、目で得られる情報だけに頼らず、他の感

覚（臭ぐ、聞く、感じる、触れる）も研ぎ澄まして自然観察をしてほしいと伝える。 

参加者持参 筆記用具、画板 

時   間 ６０分 

場   所 園内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 
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A-９）植物スタンプ 
ね ら い 

植物がもつ形や色の巧妙さや繊細さに気づくことを通して、自

然の不思議を感じる感性を養う。 

 

内   容 

写真をみせながら、植物の茎の断面には、面白い形があること

を伝え、興味を引き付ける。面白い断面の植物を探しにでかけ

ることを伝え、園内へ出かける。みつかった植物を館内に持ち

帰る。絵の具をつけた茎の断面を、画用紙の上に押し付けて遊

ぶ。作成した作品を発表しながら、様々な形があることを共有

し合う。 

参加者持参 はさみ 

時   間 ６０分 

場   所 園内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 春～秋 

 

 

 

D-１０）エコカルタ遊び 
ね ら い 

周りの環境に目を向ける感性を養うとともに、自分のおもいを

表現する力を身につける。 

 

内   容 

解説員が園内でみつけた自然の様子の絵とともに、その時に感

じた自分のおもいをカルタとして紹介する。各自でオリジナル

カルタを作ってみようと促し、園内へ出かける。園内をかたま

って散策する。解説員は、素材をみつけた生徒の気持ちをうま

くくみ取り、素直に言葉で表現できるように、生徒の能力を引

き出す。 

各自絵札とカナ札を完成させ、グループに分かれて遊ぶ。 

 

参加者持参 筆記用具、画板、はさみ、黒のペン 

時   間 ６０分 

場   所 園内、館内 

人   数 ２０人／解説員２人 

季   節 通年 
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A-１１）自然かんさつ こんなのみつけたよ！ 
ね ら い 

みつけた生き物を記録することで、生き物の生態的不思議さに気

づくきっかけとなる。 

 

内   容 

館内に来るまでに、園内でみられた生き物を参加者に聞く。注意

深く探すと、隠れている生き物が簡単にみつかることを伝える。

解説員は園内でみつけた生き物（可能であれば、実物をみせる）

とともに、その生き物の名前や特徴を紹介する。生き物をみつけ

て、生き物カード（ワークシート）に記録してみようと促し、園

内へ出かける。散策中は、参加者が生き物探しを楽しめるように心がける。できあがった生き物カードをもと

に各自発表し、見つかった生き物を共有し合う。 

※発展として、みつけた生き物を図鑑で調べ、その他の特徴をより深く知ることができる 

 

参加者持参 筆記用具、画板 

時   間 ６０分 

場   所 園内（状況に合わせて館内も含めることが可能） 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 

 

A-１２）野草さがし 
ね ら い 

身近な自然の豊かさに気づき、自然に対する好奇心の喚起をねら

いとする。 

内   容 

周辺に生える野草を素材として、クイズをする事を伝える。園内

を散策しながら、草花クイズを出題する。生えている野草は季節

毎に変化しており多様性に富む。自分の家の周りや学校などで、

身近に生える野草を使った遊びをたくさんして楽しんでほしい

と伝える。 

クイズの例  ・野草の一部が拡大された写真をみせ、正体を探し出す。 

・揉むと匂いがする野草を探し出す。 

・シルエットのみが書かれている野草を探し出す。など 

参加者持参 なし 

時   間 ４５分 

場   所 園内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 春～夏
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A-１３）野草観察と押し花づくり 

ね ら い 

植物を調べる好奇心の発達を促し、植物を観察する力を身につけ

る。 

 

内   容 

植物観察のポイントを紹介し、しっかり観察する意識を高める。

季節の野草を探しに、園内へ出かける。見つけた野草をじっくり

観察し、特徴をみつける。さらに、見つけた野草を館内に持ち帰

り、押し花として保存する方法を実践する。 

参加者持参 筆記用具、画板、はさみ、黒のペン 

時   間 ９０分 

場   所 園内、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 春～夏 

 

 

 

D-１４）めざせぬりえマスター 
ね ら い 

自然界の色彩の多様さ、微妙な色彩の差異に気づく。 

 

内   容 

ぬりえを上手に書くコツは、微妙な色彩に気づき、その微妙な色

彩を混色によって再現すること。ぬりえのコツをつかむ練習をす

る中で、参加者は身の回りの色彩に対して敏感になる。その後、

実際に画板、色鉛筆を持って園内へ出て、実物を観察しながらぬ

りえを行う。 

参加者持参 色鉛筆、 

時   間 ６０分 

場   所 園内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 春～秋 
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A-１５）スライド「ビオトープ公園の生き物たち」 
ね ら い 

身近な自然の豊かさに気づき、自然に対する好奇心を高めるきっか

けとなる。 

 

内   容 

季節によって移り変わるビオトープの生き物をスライドで紹介する。

紹介した以外にも多くの生き物たちが園内でみられる。この公園も、

環境や経年の変化とともに違った生き物が集まってくる。自分の家

の周りや学校などでも、身近に暮らしている生き物に注目してほし

いと伝える。 

 

参加者持参 なし 

時   間 ３０分 

場   所 館内 

人   数 ３５人／解説員１人（部屋のスペースにつき最大３５人まで） 

季   節 通年 

 

 

 

 

A-１６）スライド「ビオトープ公園の生き物たち」＋園内散策 

ね ら い 

身近な自然の豊かさに気づき、自然に対する好奇心を高めるきっ

かけとなる。 

 

内   容 

季節によって移り変わるビオトープの生き物をスライドで紹介す

る。紹介した以外にも多くの生き物たちが園内でみられる。この

公園も、環境や経年の変化とともに違った生き物が集まってくる。

生き物を探しに行こうと促し、園内へ出かける。みられた生き物

を振り返り、自分の家の周りや学校などでも、身近に暮らしている生き物に注目してほしいと伝える。 

参加者持参 なし 

時   間 ６０分 

場   所 園内、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 
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B-１７）リサイクル石鹸づくり 
ね ら い 

普段は気にすることの少ない生活廃棄物の行方とその環境負荷に

目を向け、より環境負荷の少ないライフスタイルを実践すること

ができる。 

 

内   容 

スライド上映やクイズなどで「生活排水が環境に与える影響」や

「食用油に関するさまざまな取り組み」について学習する。その

後、家庭から出る廃油を使って石鹸づくりをしながら、環境負荷

の少ないライフスタイルについて考える。 

 

参加者持参 廃油、牛乳パック 1L×2 ペットボトル 

時   間 ９０分 

場   所 園内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 

 

 

B-１８）ペットボトルで浄水器づくり 
ね ら い 

浄水器づくりを通して、生活排水（雑排水）の原因で起こ環境問題や経済的

負担に気づき、より環境負荷の少ないライフスタイルを実践することができ

る。 

 

内   容 

家庭排水が身近な河川環境を汚していることをスライドで紹介したあと、ペ

ットボトルに砂利や炭、土などを詰めて浄水器をつくる。水質浄化の仕組み

を知ると同時に浄化の限界に気づき、理解を深める。 

 

参加者持参 ペットボトル、ハサミ、炭、砂利、土、赤玉土 

時   間 ９０分 

場   所 園内、館内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 
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A-１９）バードウォッチング～環境別鳥見ハイク～ 
ね ら い 

様々な環境と生き物とのつながりを知ることによって、身近な生態系

の豊かさに興味を持つきっかけとなる。 

 

内   容 

園内やその周辺でみられる野鳥を、環境別に分けてスライドで紹介す

る。その後、園内でバードウォッチングをしようと促し、野外に出か

ける。双眼鏡の使い方を教え、野鳥を探す。環境別にみられた野鳥を

振り返り、家の周辺の環境では、どんな野鳥がみつかるか探してみようと伝える。 

参加者持参 なし 

時   間 ９０分 

場   所 園内とその周辺、館内 

人   数 ２０人／解説員２人 

季   節 通年 

 

 

 

A-２０）のぞいてみよう土の中 
ね ら い 

生態系を支える基礎は土であり、土に暮らす生き物の多様さが、生態系

の豊かさとなることに気づくきっかけする。 

内   容 

みんなが知っている土の中にいる生き物（土壌生物）の名前をあげても

らう。桑袋ビオトープ公園の土の中では、何種類の土壌生物が見つかる

かみんなに予想してもらう。観察する際のポイントを説明した後、園内

へ探しに出かける。まとめでは、土壌動物と土の関係から、生態系との

つながりについて考える。 

参加者持参 なし 

時   間 ７５分 

場   所 園内、館内 

人   数 ２０人／解説員２人 

季   節 通年 
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B-２１）ビオトープと浄化施設のガイドウォーク 
ね ら い 

身近に起こっている環境問題に対して問題意識を持ち、自らのライフス

タイルや住環境を改善するきっかけとなる。 

 

内   容 

ビオトープ公園ができた経緯や役割を、浄化施設や園内を周りながら解

説する。浄化施設内に溜まる汚泥や、流れてくるゴミ、汚れている伝右

川などを見学し、身近な環境問題として意識してもらうように促す。ま

た、園内のため池で見られる生き物を観察し、生き物の浄化能力につい

て説明する。 

※伝えたいねらいによって、解説のアレンジは可能。 

参加者持参 なし 

時   間 ４５分 

場   所 園内 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 

 

 

 

B-２２）スライド「みんなで取り組む綾瀬川」 
ね ら い 

身近に起こっている環境問題に対して問題意識を持ち、問題解決に向け

た取り組みを実践する力を高める。 

 

内   容 

水質汚濁の上位になっている綾瀬川について、源流や河川の様子を写真

でみせながら、その原因を説明する。現在、綾瀬川をきれいにするため

のプロジェクト、綾瀬川清流ルネッサンスが始動している。国、自治体、

地域住民の取り組みを個々で紹介しながら、自分たちができることを考える。 

 

参加者持参 なし 

時   間 ３０分 

場   所 館内 

人   数 ３５人／解説員１人 

季   節 通年 
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B-２３）綾瀬川の水しらべ 
ね ら い 

身近に流れる河川の水質をしらべることによって、身近な環境に関心を

持たせ、自らの生活スタイルについて考えるきっかけをつくる。 

 

内   容 

ワークシートを元に、水質汚濁の上位になっている綾瀬川や、園内の

ため池の水、浄化した水を透視度やパックテストで調べて比較してみる。

クイズなどを通して水質汚染と生活との関係について考え、水環境をよ

くするためには、日々の生活のなかで自分たちが何をすればよいか考え

てみる。 
参加者持参 なし 

時   間 ９０分 

場   所 園内とその周辺 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 

 

 

 

B-２４）きれいに守ろう綾瀬川～ゴミから環境を学ぶ～ 
ね ら い 

ゴミを川に捨てることによって起こる悪影響を知り、身近な景観をき

れいに守ろうとする意識を高め、自主的に行動できる力を身につける。 

 

内   容 

綾瀬川や伝右川が汚いと言われている原因を、参加者に挙げてもらう。

汚いといわれる原因には、水質・景観・悪臭・透明度など、様々な要

因があることがわかる。景観を汚している原因一つ、ゴミ問題に着目

して、ゴミ調査することを伝える。園内浄化施設の取水口に溜まるゴミを集め、種類別に分類する。人間が捨

てたゴミの多さに気がついてもらい、川をきれいにするために自分たちの手でゴミを拾いに行こうと促す。綾

瀬川の河川敷でゴミを拾う。ゴミを拾った場所を眺め、達成感やきれいになった喜びを共有し合う。 

 

参加者持参 なし 

時   間 ９０分 

場   所 園内とその周辺 

人   数 ３５人／解説員２人 

季   節 通年 
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